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特　

集

子
育
て

健　

康

生
涯
学
習

ご
案
内

写
真
館

催
し
・
講
座

催
し
・
講
座

（

開

催

日

時

順

）

（

開

催

日

時

順

）

「
障
害
者
週
間
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

 

映
画
上
映
会
（
と
も
し
び
運
動
）　

　

自
閉
症
の
妹
を
撮
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
「
ち
づ
る
」
を
上
映
し
ま
す
。

日
時　

12
月
5
日（
木
）

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　

福
祉
文
化
会
館　

ホ
ー
ル

定
員　

5
0
0
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申
込
み
・
問
合
せ　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー

ル
で
葉
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
。

手
話
通
訳
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
☎
8
7
5

－

9
8
8
9

Ｆ
8
7
6

－

1
8
7
3

メ
ー
ル　

hvc@
hayam

ashakyo.com

み
ん
な
の
内
側
が
輝
き
だ
す

 

音　

リ
ズ
ム
「
結
」
コ
ン
サ
ー
ト　

　

大
人
も
子
ど
も
も
歌
っ
て
踊
っ
て
、
音

を
楽
し
む
ハ
ッ
ピ
ー
タ
イ
ム
♪
武
山
養
護

学
校
の
先
生
に
よ
る
リ
ト
ミ
ッ
ク
／
県
立

福
祉
大
有
志
に
よ
る
ダ
ン
ス
と
ア
カ
ペ
ラ

な
ど
楽
し
い
企
画
が
い
っ
ぱ
い
。
障
害
の

あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。申
込
み
不
要
。

日
時　

12
月
8
日（
日
）

　

13
時
開
場　

13
時
30
分
開
演

場
所　

福
祉
文
化
会
館　

大
会
議
室

費
用　

無
料

問
合
せ　

結（
柿
本
）☎
8
7
7

－

4
4
4
7

メ
ー
ル　

yui.hayam
a@
gm
ail.com

平
成
26
年　

新
春
の
集
い
 

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す　

　

新
し
い
年
の
抱
負
を
語
り
合
い
、
多
く

の
皆
さ
ん
で
交
流
と
親
睦
を
深
め
ら
れ
る

よ
う
「
新
春
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

温
か
い
お
し
る
こ
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

申
込
み
不
要
で
す
。
ご
来
場
の
際
は
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　

1
月
6
日（
月
）11
時
か
ら

場
所　

福
祉
文
化
会
館　

大
会
議
室

費
用　

5
0
0
円

問
合
せ　

総
務
課

　

☎
内
線
3
1
1
・
3
1
8

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
を
含
む

 

普
通
救
命
講
習
受
講
者
募
集　

　

講
習
を
受
講
し
た
人
も
技
能
の
維
持
向

上
の
た
め
、2
・
3
年
で
受
講
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

1
月
17
日（
金
）9
時
〜
12
時

　
（
定
員
に
達
し
た
場
合
、
午
後
の
部
13

時
30
分
〜
16
時
30
分
を
開
催
）

場
所　

消
防
庁
舎
地
下
講
堂

対
象　

町
在
住
在
勤
で
15
歳
以
上

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

申
込
み
・
問
合
せ　

申
請
書
に
必
要
事
項

を
書
い
て
消
防
本
部
ま
で
。

　

☎
8
7
6

－

0
1
1
9　

内
線
2
2
2

　

Ｆ
8
7
6

－

1
2
6
3

締
切　

12
月
31
日（
火
）17
時

第
45
回
葉
山
町
民
ス
キ
ー
学
校

 

参
加
者
募
集　

　

初
参
加
大
歓
迎
！　

姉
妹
都
市
草
津
町

で
ス
キ
ー
と
温
泉
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

期
間　

1
月
30
日（
木
）〜
2
月
1
日（
土
）

場
所　

草
津
国
際
ス
キ
ー
場

交
通　

往
復
貸
切
バ
ス
利
用

対
象　

町
在
住
在
勤
16
歳
以
上
で
ス
キ
ー

を
滑
る
の
に
体
力
、
健
康
に
問
題
が
な

く
、
全
日
程
団
体
行
動
が
取
れ
る
人

定
員　

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
計
1
3
5
人

費
用　

2
8
0
0
0
円
（
宿
泊
・
交
通
・

保
険
・
リ
フ
ト
代
含
む
。
用
具
レ
ン
タ

ル
別
）

※「
草
津
温
泉
宿
泊
施
設
利
用
助
成
制
度
」

を
併
せ
て
利
用
で
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ　

生
涯
学
習
課
、役
場
、

図
書
館
、
児
童
館
、
ま
た
は
南
郷
上
ノ

山
公
園
に
あ
る
申
込
書（
往
復
ハ
ガ
キ
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
生
涯
学
習
課
ま

で　

☎
内
線
7
2
3
1

※
町
Ｈ
Ｐ
に
も
参
加
申
込
書
が
あ
り
ま
す
。

締
切　

1
月
6
日（
月
）12
時
必
着

昨
年
の
参
加
者
の
声

堀
内
在
住
Ｎ
・
Ｓ
さ
ん
（
30
代
女
性
）

　
「
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ツ
ア
ー
は
カ
モ

シ
カ
に
目
の
前
で
会
え
た
り
、
雪
山

の
生
態
系
が
よ
く
わ
か
る
。
ス
キ
ー

講
師
を
始
め
草
津
の
方
と
の
交
流
が

楽
し
い
で
す
。
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
の

盛
大
な
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
も
感
激
！
」

一
色
在
住
Ｔ
・
Ｓ
さ
ん
（
60
代
男
性
）

　
「
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
講
習
が
始

ま
っ
た
時
か
ら
参
加
し
て
い
て
、
立

ち
上
が
る
の
も
大
変
だ
っ
た
の
が
メ

キ
メ
キ
上
達
。
頂
上
近
く
の
ゴ
ン
ド

ラ
駅
か
ら
滑
り
下
り
る
の
が
毎
年
楽

し
み
で
す
。」

▲昨年のスキー学校
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広
報
は
や
ま
12
月
号

お

知

ら

せ

お

知

ら

せ

『
は
や
ま　

市
民
活
動
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』

 

町
内
団
体
の
情
報
が
充
実
！　

　

葉
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ま
ち
づ
く
り
協
会
・
葉
山
町
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
の
3
機
関
の
協
働
で
『
は

や
ま
市
民
活
動
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
を
発
行

し
ま
し
た
。
町
内
で
活
動
中
の
団
体
情
報

が
充
実
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

配
布
場
所　

社
会
福
祉
協
議
会
・
ま
ち
づ

く
り
協
会
・
生
涯
学
習
課
窓
口
、
図
書

館
な
ど

問
合
せ　

生
涯
学
習
課
☎
内
線
7
2
3
2

役
場
庁
舎
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

 
今
月
か
ら
改
修
工
事
し
ま
す　

　

12
月
19
日（
木
）か
ら
1
月
21
日（
火
）ご

ろ
ま
で
、
役
場
庁
舎
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
改

修
工
事
を
し
ま
す
。
期
間
中
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
の

ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ　

管
財
課

　

☎
内
線
3
4
1
〜
3
4
4

12
月
4
日
か
ら
10
日
は

 

人
権
週
間
で
す　

　
「
人
権
」
と
い
う
と
、
難
し
く
考
え
ら
れ

が
ち
で
す
が
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
差

別
を
し
た
り
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
な
く
、

幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
の
大
切
な
権
利
で
す
。

　
「
人
権
週
間
」
は
、
一
人
で
も
多
く
の

皆
さ
ん
が
人
権
に
対
す
る
正
し
い
確
識
を

養
い
、
人
権
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
再

確
認
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
互
い
の
違
い
を
認
め
、
お
互
い
の
苦

し
み
を
理
解
し
、
そ
の
個
性
を
尊
重
し
合

う
こ
と
で
、
問
題
の
多
く
は
解
決
で
き
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

自
分
に
と
っ
て
、
一
番
身
近
な
問
題
か

ら
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

人
と
人
と
の
絆
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

 

人
権
擁
護
委
員　

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
や
家
族
の
き

ず
な
を
い
か
に
未
来
へ
つ
な
げ
て
問
題
解

決
す
る
か
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
相
談

内
容
を
よ
く
お
聞
き
し
た
う
え
で
、
当
事

者
双
方
の
関
係
を
断
ち
切
ら
な
い
よ
う
、

専
門
窓
口
を
紹
介
す
る
な
ど
の
助
言
を
し

ま
す
。
よ
ろ
ず
相
談
の
つ
も
り
で
、
悩
み

や
困
り
ご
と
の
相
談
を
お
よ
せ
く
だ
さ

い
。
町
で
も
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
人
権
擁
護
委
員
が
、
毎
月
第
二
火
曜
日

に
、
家
庭
内
や
、
隣
人
と
の
も
め
ご
と
、

借
地
、
借
家
、
相
続
な
ど
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
葉
山
町
人
権
擁
護
委
員
】

　

横
田　

昌
和
（
上
山
口
）

　

本
多　

清
法
（
一
色
）

　

秋
山　

満
江
（
長
柄
）

　

原
田　

淳
子
（
一
色
）

　

成
田　

美
穂
（
下
山
口
）

　

髙
山　

節
子
（
堀
内
）

　

小
松
原　

榮
（
木
古
庭
）

　

竹
下　

正
一
（
長
柄
）

【
人
権
特
設
相
談
】

日
時　

12
月
10
日（
火
）

　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
所　

町
役
場
2
階　

2

－

1
会
議
室

問
合
せ　
町
民
サ
ー
ビ
ス
課　

☎
内
線
2
0
6

第
33
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

 

ス
ト
横
須
賀
地
区
大
会
審
査
結
果　

　

町
立
中
学
校
の
皆
さ
ん
か
ら
人
権
作
文

の
募
集
を
し
た
と
こ
ろ
多
く
の
作
品
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
作
文
を
書
く
こ
と
を
通

じ
て
、
人
権
尊
重
の
重
要
性
、
必
要
性
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
く
と
と
も
に
、

豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

受
賞
者
（
敬
称
略
）

銅
賞　

葉
山
中
学
校
三
年　

上
原
梨
紗
子

　
　

 「
人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
権
利

に
つ
い
て
」

　

南
郷
中
学
校
三
年　

中
村
海
晴

　
　
「
マ
ラ
ラ
さ
ん
の
闘
い
に
思
う
」

　

南
郷
中
学
校
三
年　

押
見
菜
々
子

　
　
「
一
人
一
人
の
個
性
を
大
切
に
」

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

問
合
せ　
町
民
サ
ー
ビ
ス
課　

☎
内
線
2
0
6

第
4
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
と

 

受
験
準
備
講
習
会　

《
危
険
物
取
扱
者
試
験
》

日
時　

2
月
23
日（
日
）

場
所　

神
奈
川
大
学
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス

受
付　

書
面
申
請
は
1
月
7
日（
火
）か
ら

20
日（
月
）、
電
子
申
請
は
1
月
4
日

（
土
）か
ら
17
日（
金
）ま
で
に
お
願
い
し

ま
す
。
※
受
験
案
内
や
願
書
は
消
防
本

部
で
配
布
。

《
受
験
準
備
講
習
会
》

対
象　

乙
種
第
4
類
受
験
者

日
時　

2
月
8
日（
土
）

場
所　

ヴ
ェ
ル
ク
よ
こ
す
か

　
（
横
須
賀
市
立
勤
労
福
祉
会
館
）

定
員　

90
人
（
先
着
順
）

費
用　

9
0
0
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

申
込
み
・
問
合
せ　

12
月
2
日（
月
）か
ら

受
付
開
始
。
土
、
日
、
祝
祭
日
を
除
く

9
時
か
ら
16
時
ま
で
（
12
時
か
ら
13
時

を
除
く
）
に
、
受
講
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
受
講
料
を
添
え
て
、
消

防
本
部
3

階
ま
で
。

☎
8
7
6

－

0
1
1
9

内
線
3
2
2
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特　

集

子
育
て

健　

康

生
涯
学
習

ご
案
内

写
真
館

し
げ
ん
回
収
「
土
よ
う
広
場
」

 

来
年
3
月
末
で
終
了　

　

昨
年
12
月
か
ら
、
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
ご
み
へ
ら
し
隊
が
毎
週
土
曜

行
っ
て
い
た
「
土
よ
う
広
場
」
は
3
月
末

で
終
了
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
利
用
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
12
月
28
日
・
1
月
4
日
は
お
休
み
。

問
合
せ　

環
境
課　

☎
内
線
4
5
3

詐
欺
的
な
投
資
勧
誘
に
ご
注
意
！

 

不
審
に
思
っ
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い　

　

高
齢
者
を
中
心
に
、
未
公
開
株
や
フ
ァ

ン
ド
等
の
詐
欺
的
な
投
資
勧
誘
に
よ
る
被

害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
不
審
に
思
っ
た

ら
財
務
省
関
東
財
務
局
窓
口
へ
ご
相
談
を
。

△
電
話
勧
誘
等
に
す
ぐ
応
じ
な
い
。

△
も
う
け
話
を
安
易
に
信
じ
な
い
。

△ 

よ
く
わ
か
ら
な
い
商
品
（
未
公
開
株
な

ど
）
に
は
手
を
出
さ
な
い
。

※
無
登
録
業
者
に
よ
る
未
公
開
株
の
売
付

け
は
原
則
と
し
て
無
効
で
す
。

相
談
窓
口

　

財
務
省
関
東
財
務
局
証
券
監
督
第
1
課

　

☎
0
4
8

－

6
1
3

－

3
9
5
2

　

神
奈
川
県
警
察　

悪
質
商
法
1
1
0
番

　

☎
0
4
5

－

6
5
1

－

1
1
9
4

問
合
せ　
町
民
サ
ー
ビ
ス
課　

☎
内
線
2
0
6

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

 

設
置
の
一
部
を
補
助
し
ま
す　

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
普
及
促
進

横
須
賀
市
に
よ
る
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の

実
施
に
つ
い
て　

　

横
須
賀
市
が
長
坂
地
区
で
進
め
る
ご
み

焼
却
施
設
建
設
事
業
に
つ
い
て
、
建
設
予

定
地
か
ら
3
キ
ロ
の
範
囲
に
葉
山
町
の
一

部
が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
神
奈
川
県
環

境
影
響
評
価
条
例
に
基
づ
く
『
環
境
影
響

予
測
評
価
書
案
』
の
説
明
会
と
縦
覧
を
実

施
し
ま
す
。（
町
事
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

【
説
明
会
】

日
時　

12
月
11
日（
水
）19
時
か
ら

　
（
手
話
通
訳
あ
り
）

場
所　

上
山
口
小
学
校
第
一
校
舎
2
階

　

教
室
1
・
教
室
2

【
縦
覧
】

期
間　

1
月
9
日（
木
）ま
で

場
所　

役
場
3
階
環
境
課
窓
口

問
合
せ　

横
須
賀
市
資
源
循
環
部
広
域
処

理
施
設
建
設
室

　

☎
0
4
6

－

8
2
2

－

9
3
9
0

防
災
行
政
無
線
の
再
整
備
設
置

 

工
事
の
進
捗
状
況　

　

9
月
下
旬
か
ら
開
始
し
た
防
災
行
政
無

線
の
設
置
工
事
は
、
順
調
に
進
み
、
ほ
ぼ

建
柱
が
終
了
し
て
い
ま
す
。
今
後
試
験
放

送
を
経
て
、
12
月
中
に
は
運
用
開
始
予
定

で
す
。
ま
た
、
今
後
は
旧
放
送
設
備
の
撤

去
工
事
を
開
始
し
、
来
年
3
月
に
は
終
了

予
定
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

総
務
課
防
災
係
☎
内
線
5
6
1

と
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
を
目
的

と
し
、設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

※
設
置
工
事
前
の
申
請
と
な
り
ま
す
。

◆
助
成
金
の
額
◆

　

1
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り
1
5
，
0
0
0
円

　
（
上
限
5
2
，
0
0
0
円
）

　

補
助
要
件
等
が
あ
る
た
め
、
詳
し
く
は

町
Ｈ
Ｐ
か
環
境
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

環
境
課　

☎
内
線
4
5
3

タ
イ
ワ
ン
リ
ス
や
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど

 

外
来
生
物
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！　

　

寒
く
な
っ
て
野
山
に
餌
が
少
な
く
な
る

と
、
外
来
生
物
が
民
家
周
辺
に
出
没
し
、

被
害
が
多
く
な
り
ま
す
。

【
タ
イ
ワ
ン
リ
ス
】

　

ミ
カ
ン
な
ど
の
果
樹
が
狙
わ
れ
始
め
た

ら
、
食
べ
つ
く
さ
れ
る
前
に
残
ら
ず
収
穫

し
て
く
だ
さ
い
。
傷
の
つ
い
た
も
の
や
食

べ
な
い
果
実
・
野
菜
も
放
置
し
な
い
で
、

生
ご
み
処
理
機
で
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　

捕
獲
す
る
場
合
は
、
収
穫
し
た
あ
と
に

檻
を
設
置
す
る
と
効
果
的
で
す
。

【
ア
ラ
イ
グ
マ
】

　

ア
ラ
イ
グ
マ
が
家
屋
に
侵
入
す
る
と
、

清
掃
・
消
毒
な
ど
に
莫
大
な
費
用
が
か
か

り
ま
す
の
で
、
屋
根
裏
・
物
置
な
ど
へ
の

侵
入
を
防
ぐ
た
め
、
穴
を
ふ
さ
い
で
く
だ

さ
い
。

　

環
境
課
で
は
捕
獲
器
の
貸
出
し
、
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。被
害
の
根
絶
に
向
け
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

環
境
課　

☎
内
線
4
5
3

今
年
も
ユ
ズ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
！

 

鳥
獣
保
護
事
業
に
活
用
し
ま
す　

　

お
庭
に
実
が
な
っ
た
ま
ま
の
果
樹
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？　

果
実
を
収
穫
し
な
い
ま

ま
放
置
し
て
お
く
こ
と
は
、
タ
イ
ワ
ン
リ

ス
な
ど
に
餌
付
け
し
て
い
る
の
と
同
じ
状

況
に
な
っ
て
し
ま
い
、
被
害
の
拡
大
を
招

い
て
し
ま
い
ま
す
。

　

環
境
課
で
は
、
鳥
獣
保
護
（
有
害
鳥
獣

駆
除
）
事
業
に
活
用
す
る
た
め
、
ユ
ズ
や

キ
ウ
イ
な
ど
の
果
実
を
求
め
て
い
ま
す
。

（
夏
ミ
カ
ン
除
く
）
提
供
し
て
頂
け
る
場

合
は
、
木
に
な
っ
た
ま
ま
で
も
引
き
取
り

に
伺
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

環
境
課　

☎
内
線
4
5
3

葉
山
町
相
談
支
援
フ
ァ
イ
ル

見
直
し（
案
）の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

期
間　

12
月
2
日（
月
）〜
27
日（
金
）

案
の
入
手
方
法　

町
Ｈ
Ｐ
や
子
ど
も
育
成

課
・
福
祉
課
・
学
校
教
育
課
・
福
祉
文

化
会
館
・
図
書
館
の
窓
口
で
閲
覧

※
意
見
提
出
はpublic131102@

tow
n.

hayam
a.lg
.jp

ま
で
メ
ー
ル
か
子
ど

も
育
成
課
ま
で
郵
送

問
合
せ　

子
ど
も
育
成
課
☎
内
線
2
2
2
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広
報
は
や
ま
12
月
号

製
造
業
を
営
む
事
業
所
の
み
な
さ
ん

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

調
査
基
準
日　

12
月
31
日

調
査
方
法　

12
月
か
ら
1
月
に
か
け
て
神

奈
川
県
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員
が
直

接
訪
問
し
ま
す
。

問
合
せ　

企
画
調
整
課　

☎
内
線
3
3
2

社
会
福
祉
の
た
め
の
温
か
い
ご
寄
附

 
善
意
の
と
も
し
び　

◎
と
も
し
び
基
金
と
し
て
（
敬
称
略
）

　

2
6
0
，
6
0
0
円

　
　

ロ
フ
ォ
ス
湘
南
中
央
福
祉
学
院

　

1
0
，
0
0
0
円　

葉
山
Ｋ
Ｇ
会

◎
物
品
寄
付　

車
イ
ス　

匿
名

問
合
せ　

葉
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
8
7
5

－

9
8
8
9

歳
末
火
災
特
別
警
戒
実
施

 

12
月
25
日（
水
）〜
31
日（
火
）

「
消
す
ま
で
は
心
の
警
報
Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
」

　

寒
さ
が
厳
し
く
な
り
、
火
を
使
用
す
る

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
ま
た
年
末
は
、

慌
た
だ
し
さ
か
ら
火
に
対
す
る
注
意
が
、

お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
。

　

火
災
を
防
止
し
、
防
火
意
識
を
高
め
、

生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
消
防
職
員
と

消
防
団
員
が
「
歳
末
火
災
特
別
警
戒
」
を

実
施
し
ま
す
。
期
間
中
、
消
防
車
両
が
町

内
を
巡
回
し
、
広
報
を
し
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

消
防
本
部
☎
8
7
6

－

0
1
1
9

国税に関するご相談は
 電話での事前予約を　

　税務署でのご相談は、電話での

事前予約をお願いしています。　

　税務署では、納税者サービスの

向上を図るため、具体的な書類や

事実関係を確認する必要がある場

合など、ご相談内容により電話で

の回答が困難な場合には、税務署

に電話で事前に相談日等を予約い

ただいた上で、相談をお受けして

います。

　ただし、所得税の確定申告につ

いては「申告書作成会場」を開設

しますので、事前予約は必要あり

ません。税務署で確定申告書の相

談・作成をする人は、ぜひ開設期

間にご来署ください。

予約方法　鎌倉税務署の代表番号

　 ☎0467－22－5591まで電話。（自

動音声にしたがって「 2 」（税

務署）を押してください）

個人の申告に関することなど

個人課税第 1部門（内線212～214）

相続・贈与に関することなど

資産課税第 1部門（内線252）

法人の申告、源泉所得税など

法人課税第 1部門（内線362～364）

※ 事前予約をせずに来署した場合

は、予約者を優先させていただ

きますのでご了承ください。

所得税確定申告の
 申告書作成会場の開設期間　

期間　 2月3日（月）～3月17日（月）

※ 通常、税務署の閉庁日（土曜・

日曜・祝日）は、相談及び申告

書の受付はしていません。確定

申告期間中の閉庁日における相

談及び申告書の受付を行う場合

はおってお知らせします。

相談時間　 9時～17時

　（受付開始は 8時30分）

※ 混雑時は、受付を早めに締め切

らせていただく場合があります。

【駐車場閉鎖のお知らせ】

　税務署の駐車場は、申告書作成

会場設置のため 4月中旬までは利

用できません。公共交通機関等の

ご利用をお願いします。

消費税法の改正等に関する
 相談を受け付けています　

　平成26年 4 月 1 日から消費税

（地方消費税を含む）の税率が 8％

に引き上げられます。

　消費税の①転嫁に関する問合

せ、②広告・宣伝に関する問合せ、

③総額表示に関する問合せ、④便

乗値上げに関する問合せは、政府

共通の相談窓口「消費税価格転嫁

等総合相談センター」で受け付け

ています。　

〔専用ダイヤル〕

　☎0570－200－123

　 受付時間：平日9時～17時（ 3月・

4月は土曜日も受け付けます）

※ ＨＰは24時間対応しています。

インターネットで「消費税価格

転嫁等総合相談センター」と検

索してください。

鎌倉税務署からのお知らせです


